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要旨

本研究は，子育てをしている人々の生活の質の向上を目指した地域支援に関連した大学

の役割を検討した．

保育所等に通う乳幼児の保護者を対象に，地域支援に関連した大学に期待するニーズと

その理由についてアンケート調査をした．調査時期は，2019年 7 月～ 8月であった．対象

者は男性 3名，女性98名であった．年齢は20歳代が 7名，30歳代が65名，40歳代が29名で

あった．養育している子どもの人数は， 1人が24名， 2人が48名， 3人が24名， 4人が 3

名， 5人が 2名であった．子育て期の人々において大学に期待するニーズで 1番多かった

のは，「子どもの食事や栄養に関すること」であり，その理由は，児の偏食，栄養バラン

スや小食の対策等であった． 2番目に多かったのは，「子どもの発育や発達に関すること」

であり，その理由は，児の発達障害，言葉の遅れ，吃音等であった． 3番目に多かったの

は，「子どもの遊びに関すること」であり，その理由は，年齢に合った遊びを知る等の要

望であった．

大学の役割は大きく教育，研究，地域貢献に分けられる．核家族化が進み，家庭や地域

での子育ての支援が少なく，育児期の親は負担感，孤立感を抱え，子育てに対して困難感

を持っている親が増加している中，今回の調査より，子育て期の具体的なニーズが把握で

き，大学が担う地域支援の方策が明らかになった．
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 Ⅰ．はじめに

　我が国は，急激な少子高齢化の進行，核家族化，

地域コミュニティの衰退が進み，社会環境が大き

く変化している．そのような中，教育行政機関で

ある中央教育審議会では，2005年に「我が国の高

等教育の将来像（答申）」において，多様化した

学習者の様々な需要に的確に対応するため，大学

は期待される役割・機能を十分に踏まえた教育・

研究・社会貢献という使命・役割を有するとし

た1）．また，2013年度から文部科学省の「地（知）

の拠点整備事業」が開始された．この事業は，全

学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進

める大学を支援し，地域の課題（ニーズ）と大学

の資源（シーズ）の効果的なマッチングによる地

域の課題解決に取り組むものである2）．つまり，

大学の社会貢献は，地域の実情に応じた効果的な

支援を実践することであると言える．

　姫路大学において，2019年に「姫路大学健康・

教育実践研究センター」が設立された．本セン

ターでは，教育学部と看護学部が協力しながらそ

れぞれの特徴を生かし，子どもから高齢者まで幅

広い支援や健康の維持促進，また，障害児（者）

のQOLの向上を目指した研究及び支援を行って

いる．また，センターでは，発達や生活の相談活

動，公開講座，子育てや健康教室，地域の人々の

活動の場の提供とその支援を行っている．

　本研究は，姫路大学健康・教育実践研究セン

ターの設立を契機に，地域で生活している子育て

期の人々のQOLの向上を目指した地域支援を行

い，そのプログラムの立案や実施に生かしていく

ためのニーズ調査を実施したので，ここに報告す

る．

Ⅱ．方法

　姫路大学周辺の保育所と子ども園の 2か所に通

う乳幼児の保護者を対象とした．調査方法は，保

育所長及び保護者会を通して，文書及び口頭で調

査を依頼し了解が得られた後，調査用紙を配布し

た．回収方法は，保育所に回収箱を設置し，後日，

研究者が箱を回収した．調査時期は2019年 7 ～ 8

月であった．調査内容は，姫路大学健康・教育実

践研究センターで行ってほしい相談やプログラム

内容（「子どもの発育や発達に関すること」，「子

どもの食事や栄養に関すること」，「子どもの基本

的な生活習慣のこと」等13項目）と選択した理由

について質問し回答を求めた．

　倫理的配慮として，調査は匿名とし，内容は個

人が特定できないようにした．また，調査した内

容について説明を受けることができること，アン

ケートの返信をもって協力への同意とし，返信後

は協力の撤回ができないこと，調査結果は報告書

にまとめ発表することを依頼文にて説明した．本

研究は，本研究者が所属する大学の倫理審査を受

けた（承認番号：2019-N007）

表 1　属性
 ｎ＝101
男性 3
女性 98
20歳代 7
30歳代 65
40歳代 29
養育している子どもの数
1人 24
2 人 48
3 人 24
4 人 3
5 人 2

（人数）
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表 2　姫路大学健康・教育実践研究センターで行ってほしい相談やプログラムの内容と選択理由について

項目 希望人数 選択理由
子どもの食事や栄養に関すること 43 子どもがあまり食べてくれないから、レシピや工夫点など

知りたい
好き嫌いや食べ残しもでてきたため

選択理由数40
子どもの発育や発達に関すること 40 発達障害の子どもがおり、療育も受けているが、もっと理

解をして子どもの成長に生かしたい
何が正しくて、何がダメなのか正解が分からないため

選択理由数33
子どもの遊びに関すること 31 どんな遊びが発達によいか、楽しんでできるか

スマートフォンやゲームの付き合い方について
選択理由数29

子どもとの接し方に関すること 27 何度同じことを言っても聞いてくれないし、「イヤヤ」と
ばっかり言うのでイライラする
自分の接し方に自信がもてない

選択理由数26
子どもを遊ばせる場や機会 24 子どもにいろいろな経験、体験をさせてあげたいです

ゲームばかりしているので、他にどんな遊びがあるのか情
報がほしいので

選択理由数16
子どもの病気やけがに関すること 19 少しのことでも心配し、病院へ行くポイント・判断を知り

たいから
子どもによくある病気やけが、その時の観察点、対処方法、
受診のタイミングなどを学びたいです

選択理由数15
子どもの基本的な生活習慣のこと 17 日常的に気をつけること、よいこと、姿勢など

仕事をしながらだと不規則になるので、将来どう影響して
くるのか気になる

選択理由数11
子育てに関する総合的な情報提供 12 地域の環境（保護者教育への関心度等）によって子育ては

変わってくるので、そのあたりをどの程度子どもに求める
のか悩んでいるので
良い情報はどんどん色んな形で発信してほしい

選択理由数 8
祖父母との子育て等の関わりに関
すること

10 よく子どもをみてもらうことがあるので、考え方がちがっ
たりするところをどうしたらよいか
祖父母が子どもを甘やかすため、育児に対する考え方の違
いがあるから

選択理由数10
保護者の不安や悩みの相談 8 夫の仕事が忙しい時など、身近に相談できる相手がいない

場合は助かる
相談する場がなさすぎるから

選択理由数 6
地域のコミュニティでのつながり 5 同じ目的をもった人とも繫がりたい

県外から引っ越してきたので、地域の情報が分かりにくい
選択理由数 3

保護者同士の仲間づくりの場や機
会

4 地元ではないので、同じくらいの子どもがいるママ達と交
流する機会があればよいと思う
機会がなく、あっても話しにくいこともある

選択理由数 3
保護者の生涯学習に関すること 4 興味がある

ほぼ子育てばかりで何も自分の為にできていないので、保
育ありで親が学べる機会があるとうれしいです

選択理由数 3
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Ⅲ．結果

1 ．基本属性について（表 1）

　調査用紙は260部配布し、回収数は101部であ

り，回収率は38.8%であった．対象者の性別は男

性 3名，女性98名であった．年齢は，20歳代 7名，

30歳代65名，40歳代29名であった．養育している

子どもの人数は，1人24名，2人48名，3人24名，

4人 3名， 5人 2名であった（表 1）．

2 ．姫路大学健康・教育実践研究センターで行っ

てほしい相談やプログラム内容，選択した理由

について（表 2）

　姫路大学健康・教育実践研究センターで行っ

てほしい相談やプログラムの内容と希望した人

数（内， 1人の子どもを養育している保護者の希

望数），選択理由を記す．「子どもの食事や栄養に

関すること」43名（内14名），選択理由は，「子ど

もがあまり食べてくれないから，レシピや工夫点

など知りたい」，「子どもの食事に時間がかかるの

で，楽しく美味しく栄養バランスのよい食事をと

るためにどう工夫すれないいのか知りたいから」，

「好き嫌いや食べ残しもでてきたため」等，40の

理由が得られた．「子どもの発育や発達に関する

こと」40名（内14名），選択理由は，「発達障害の

子どもがおり，療育も受けているが，もっと理解

をして子どもの成長に生かしたい」，「何が正しく

て，何がダメなのか正解が分からないため」，「子

どもの発育には親の接し方がすごく関わってく

ると思うので，どのように関っていったらいい

のか等，発育の事に関して色々きいてみたいと

思いました」等，33の理由が得られた．「子ども

の遊びに関すること」31名（内10名），選択理由

は，「どんな遊びが発達によいか，楽しんででき

るか」，「スマートフォンやゲームの付き合い方に

ついて」，「仕事が忙しくなかなか遊べない」等，

29の理由が得られた．「子どもとの接し方に関す

ること」27名（ 7名），選択理由は，「何度同じこ

とを言っても聞いてくれないし，「イヤヤ」とばっ

かり言うのでイライラする」，「朝の身支度や食事

の時に注意で度々けんかのような言い合いになる

ので，どう話せば感情的にならずにすむか，日々

悩んでいるため，子どもが大きくなるにつれて，

反抗的な言い方が増えて，直す方法が分からな

いため」，「自分の接し方に自信がもてない」等，

26の理由が得られた．「子どもを遊ばせる場や機

会」24名（内 7名），選択理由は，「子どもにいろ

いろな経験，体験をさせてあげたいです」，「公園

でボール遊びをしたらダメ等，禁止事項が多過ぎ

て自由に遊べないのが，何だか見ていて可哀想に

なる」，「ゲームばかりしているので，他にどんな

遊びがあるのか情報がほしいので」等，16の理

由が得られた．「子どもの病気やけがに関するこ

と」19名（内 4名），選択理由は，「少しのことで

も心配し，病院へ行くポイント・判断を知りたい

から」，「子どもによくある病気やけが，その時の

観察点，対処方法，受診のタイミングなどを学び

たいです」，「保育園に行き出してよく病気やけ

がが増えたから」等，15の理由が得られた．「子

どもの基本的な生活習慣のこと」17名（内 7名），

選択理由は，「日常的に気をつけること，よいこ

と，姿勢など」，「仕事をしながらだと不規則にな

るので，将来どう影響してくるのか気になる」，

「今の生活リズムでよいのか？心配な事もあるの

で」等，11の理由が得られた．「子育てに関する

総合的な情報提供」12名（内 4名），選択理由は，

「地域の環境（保護者教育への関心度等）によっ

て子育ては変わってくるので，そのあたりをどの

程度子どもに求めるのか悩んでいるので」，「良い

情報はどんどん色んな形で発信してほしい」，「こ

れから習い事など考えることのなるのと，どのよ
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うなものがいいのかも知りたい」等， 8の理由

が得られた．「祖父母との子育て等の関わりに関

すること」10名（内 1名），選択理由は，「よく子

どもをみてもらうことがあるので，考え方がち

がったりするところをどうしたらよいか」，「祖父

母が子どもを甘やかすため，育児に対する考え方

の違いがあるから」，「一緒に暮らしているのでど

の程度影響しているのか」等，10の理由が得ら

れた．「保護者の不安や悩みの相談」 8名（内 3

名），選択理由は，「夫の仕事が忙しい時など，身

近に相談できる相手がいない場合は助かる」，「同

じような不安や悩みを抱える方の意見を聞いてみ

たい」，「相談する場がなさすぎるから」等， 6の

理由が得られた．「地域のコミュニティでのつな

がり」 5名（内 3名），選択理由は，「同じ目的を

もった人とも繫がりたい」，「結婚して他県から姫

路市に来て，新しいコミュニケーションになかな

かなじめていないので方法をみつけたい」，「県外

から引っ越してきたので，地域の情報が分かりに

くい」の 3の理由が得られた．保護者同士の仲間

づくりの場や機会」 4名（内 2名），選択理由は，

「地元ではないので，同じくらいの子どもがいる

ママ達と交流する機会があればよいと思う」，「保

育園の送り迎えだけでは，なかなか関わり合いが

ないため」，「機会がなく，あっても話しにくいこ

ともある」等， 3の理由が得られた．「保護者の

生涯学習に関すること」 4名（内 1名），選択理

由は，「興味がある」，「自分軸のつくり方等」，「ほ

ぼ子育てばかりで何も自分の為にできていないの

で，保育ありで親が学べる機会があるとうれしい

です」の 3の理由が得られた．「その他」では，「家

族がHappyにすごせる方法」，「夫婦が仲よくす

ごせる方法」，「災害の中で生き抜く力をつける方

法」等があった．

3 ． 1 人の子どもを養育している保護者と 2 人以

上の子どもを養育している保護者について（表3）

　姫路大学健康・教育実践研究センターで行って

ほしい相談やプログラムの各内容について， 1人

の子どもを養育している保護者と 2人以上の子ど

もを養育している保護者でのχ2乗検定を実施し

た（IBM SPSS Statistics ver.25）．その結果，「子

どもの発育や発達に関すること」（p<.01）につい

て有意な差が認められ， 1人の子どもを養育して

いる保護者のほうが，子どもの発育・発達に関す

る内容を希望している結果となった．

Ⅳ．考察

1 ．姫路大学健康・教育実践研究センターで行っ

てほしい相談やプログラム内容，選択した理由

について

　子育て期の人々において，姫路大学健康・教育

実践研究センターで行ってほしい相談やプログラ

ム内容で 1番多かったのは，「子どもの食事や栄

養に関すること」であり，その理由は，児の偏食，

栄養バランスや小食の対策等であった．幼児期の

表 3　 1人の子どもを養育している保護者と 2人以上の子どもを養育している保護者について
（n=101）　　　

子どもの発育や発達に関するプログラム参加希望
有 無 検定

ｎ ％ ｎ ％
子どもの数 1 人　　 14 58.3 10 41.7 **
　　　 2 人以上 25 32.5 52 67.5
＊＊ｐ＜ .01　χ ²検定
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子どもの食事は健全なからだの発育，発達に重要

であり，食事時間は，基本的生活習慣や社会的な

スキルを習得する機会となる．そのため子どもの

食事に関して不安を感じる親は多い．全国の幼稚

園・保育園に通う幼児の保護者を対象とした調査

では食事に関する心配ごとの有無について58.3%

が「ある」と答えている 3）．富田ら4）は，子ども

の食に関する相談を実施した結果，相談内容で頻

度が高かったのは，「あまりかまない，丸のみす

る」，「時間がかかる」，「好き嫌いが多い」であっ

たことを報告した．本研究でも同様の結果が得ら

れた．

　子育て期の人々において，姫路大学健康・教育

実践研究センターで行ってほしい相談やプログラ

ム内容で 2番目に多かったのは，「子どもの発育

や発達に関すること」であり，その理由は，児の

発達障害，言葉の遅れ，吃音等であった．現在の

母親は子育てのマニュアル本を参考にしすぎてお

り，子どもの健康状態や発育状態が良好である場

合は問題ないが，発育が標準値よりも外れている

場合などは大きな不安を持ち，戸惑い悩むという

ことが指摘されている5）．子どもの発育や発達に

関する知識を得ることは，育児不安の軽減につな

がり，そのことが子どもの生活に良い影響を及ぼ

す可能性が考えられる．

　子育て期の人々において，姫路大学健康・教育

実践研究センターで行ってほしい相談やプログラ

ム内容で 3番目に多かったのは，「子どもの遊び

に関すること」であり，その理由は，年齢に合っ

た遊びを知る等の要望であった．乳幼児期の子ど

もは，一日の大半を遊びが占め，保護者は遊びか

ら子どもの成長を感じることができる． 松本ら6）

は，母親と子どもの遊び回数が多いほど男児の運

動能力が促進され，男女とも運動的遊びを含む身

体活動量の多さが幼児期の運動能力の発達を促す

ことを報告がした．さらに，父親の育児参加によ

る関わりは，「子どもとの遊び」が多く，子ども

の社会性や運動の発達を促し，それが母親への精

神的サポートにつながり，安定した養育態度へと

つながる7）．つまり，子どもの遊びへの支援は，

家族支援につながると考えられる．

　姫路大学健康・教育実践研究センターでは，地

域の人々の活動の場の提供を行っている．本研究

の調査より，保護者同士の仲間づくりや地域のコ

ミュニティとのつながりを希望する等の要望が

あった．子育て仲間のサポートがあることは，育

児における不安感と制約感を抑制する可能性が示

唆された8）．母親は，同じ環境にいる母親と育児

の悩みを共感することで，悩んでいるのは自分だ

けではないことに気づき，育児肯定感を高められ

る9）．転勤や住環境の為，祖父母と同居・近居で

きない家庭も増え，心を許せる近親者や親しい友

人からの育児支援が得にくい家庭がある．希薄化

する地域コミュニティにおいて，母親が新たな人

間関係づくりに難しさを感じ，孤立した母親は必

要な育児支援を得られず，子育てへの不安や負担

感を増大させる10）．本研究においても，「地元で

はないため交流する機会を希望している」ことを

示しているデータがあり，子育て支援において，

重要な活動であると考えられる．

2 ． 1 人の子どもを養育している保護者と 2 人以

上の子どもを養育している保護者について

　 1人の子どもを養育している保護者と 2人以上

の子どもを養育している保護者について検討し

た．芝崎ら11）は，育児経験の少ない母親は，育

児経験の多い母親と比べて子どもの発達について

の知識が少ないこと，また兄弟の相互作用によっ

て子どもの社会情動能力に関する問題が解消され

る機会をもたないことから，子どもの発達につい

ての情報が少なく、発達に関する悩みを解消する
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ための社会的サポートがより必要となると報告

した．また，山原ら12）は，保護者の育てにくさ・

困り感に関する研究において，一人っ子は第二子

以降の困り感のレベルと比較して有意に高くなる

等，家族構成によって困り感が増幅する可能性を

報告した．一人っ子の母親は 2人以上の子どもを

もつ母親よりも援助要請行動をするとされ13），本

研究においても，同様の結果が得られた．

Ⅴ．結論

　大学の役割は大きく教育，研究，地域貢献に分

けられる．本研究では大学が担う地域支援を検討

するため，子育て期の人々に大学に期待するニー

ズを調査した結果，食事や栄養，発育や発達，遊

びに関する情報の要望が多く，大学を基点とした

地域支援の要望が把握できた．核家族化が進み，

家庭や地域での子育ての支援が少なく，育児期の

親は負担感，孤立感を抱え，子育てに対して困難

感を持っている親が増加している中，今回の調査

より，子育て期の具体的なニーズが把握できた．

地域の子育てニーズを把握し，ニーズに適した支

援ができる人材がある中で子育て支援プログラム

を実施することは，家庭や地域の子育て力の向上

につながる14）．

　本研究の限界は，研究対象の保育所は 2か所で

あり，対象者数が少ないこと，横断研究であり，

結果の連続性や安定性を明示することができな

かったことである．今後は，今回の調査を踏まえ，

大学が担う効果的な地域支援方策を具体的に検討

していけるよう，研究の継続性が求められる．
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